
の し ろ 市 議 会 だ よ り
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【
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

の
動
向
】
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
平
成
21
年
、
22
年

度
は
年
間
で
見
る
と
低
い
伸

び
率
と
な
っ
た
が
、
22
年
度

後
半
か
ら
高
い
伸
び
で
推
移

し
て
お
り
、
現
在
も
同
じ
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

【
介
護
給
付
費
の
状
況
を
見

る
と
会
計
が
か
な
り
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
次
期
計
画
で

は
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
】
第
５
期
計
画
の
介

護
保
険
料
は
国
の
試
算
で
は

全
国
平
均
で
月
額
５
，
２
０

０
円
程
度
に
な
る
と
し
て
お 

り
、
財
政
安
定
化
基
金
の
取

り
崩
し
等
で
５
，
０
０
０
円

程
度
に
抑
え
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
本
市
で
は
５
，

２
０
０
円
を
上
回
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

【
虐
待
の
相
談
件
数
及
び
そ

の
推
移
】
平
成
22
年
度
は
虐

待
の
相
談
件
数
が
21
件
、
前

年
度
か
ら
の
継
続
件
数
は
６

件
、
子
供
の
障
が
い
等
に
関

す
る
相
談
を
合
わ
せ
る
と
１

２
４
件
に
な
っ
て
い
る
。
何

回
も
継
続
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
延
べ
件
数
は
４
０
０

件
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
20
年
度
１
０
９
件
、
21 

年
度
１
２
３
件
、
22
年
度
１

２
４
件
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

【
常
盤
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
今
後
の
対
応
】
現
場
に
お

い
て
施
工
状
況
の
確
認
、
飛

砂
防
止
の
た
め
の
芝
生
化
を

行
う
。
芝
に
つ
い
て
は
第
四

小
、
二
ツ
井
小
と
同
じ
芝
を

考
え
て
い
る
が
、
陸
上
競
技

場
で
使
用
し
て
い
る
他
の
芝

の
状
況
も
見
な
が
ら
十
分
検

討
し
て
い
き
た
い
。 （
針
金
）

【
豪
雨
災
害
農
業
用
施
設
等

復
旧
事
業
】
本
事
業
は
水
利

組
合
等
が
行
う
復
旧
事
業
費

40
万
円
以
上
を
要
す
る
災
害

箇
所
を
自
力
復
旧
す
る
場
合

の
重
機
借
り
上
げ
に
対
す
る

補
助
率
２
分
の
１
、
上
限
５

万
円
の
助
成
と
、
土
地
改
良

区
が
行
う
災
害
復
旧
事
業
に

要
す
る
設
計
料
へ
の
２
分
の

１
の
助
成
で
あ
る
。

【
林
道
災
害
復
旧
事
業
の
今

後
の
見
込
み
】
現
在
、
復
旧

工
事
の
設
計
を
行
っ
て
お

り
、
国
庫
補
助
適
用
事
業
に

つ
い
て
は
災
害
査
定
が
11
月

に
行
わ
れ
、
査
定
終
了
後
の

工
事
発
注
と
な
る
た
め
、
事

業
の
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
市

単
独
事
業
は
年
度
内
に
終
了

し
た
い
。

【
放
射
線
量
測
定
器
の
購
入
】

現
在
、
県
が
使
用
し
て
い
る

機
器
と
同
じ
も
の
を
購
入
す

る
予
定
で
、
目
的
は
放
射
性

物
質
に
汚
染
さ
れ
た
商
品
等

が
市
内
に
流
入
し
た
場
合

に
、
市
の
初
動
態
勢
と
し
て

空
間
の
放
射
線
量
測
定
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

【
メ
ジ
ャ
ー
野
菜
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
対
策
事
業
費
補
助

金
】
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

確
立
の
た
め
、
県
が
ネ
ギ
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
に
補

助
す
る
も
の
で
、
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
ネ

ギ
の
７
月
ど
り
の
作
型
確
立

及
び
普
及
に
よ
り
、
作
付
、

収
量
の
拡
大
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
厳
格
な
製

品
管
理
に
よ
り
、
質
・
量
の

両
面
か
ら
市
場
に
お
け
る
地

位
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。　
　
（
穴
山
）

【
能
代
市
浄
化
槽
の
整
備
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

二
ツ
井
地
域
で
実
施
し
て
い

る
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事

業
を
能
代
地
域
の
浄
化
槽
恒

久
区
域
に
お
い
て
も
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
寄
附

手
続
等
は
地
区
説
明
会
や
個

人
設
置
型
で
整
備
し
た
方
に

対
し
て
は
郵
便
で
知
ら
せ
、

申
請
書
及
び
浄
化
槽
が
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
で
受
け
入

れ
適
否
を
判
断
す
る
。

【
22
年
度
能
代
市
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
】
決
算
書

及
び
決
算
審
査
意
見
書
を
も

と
に
審
査
し
た
。
給
水
状
況

は
、
平
成
22
年
給
水
人
口
は
、

水
道
事
業
は
２
７
７
人
減

で
、
４
万
４
４
９
５
人
と
な

っ
た
。
有
収
率
は
85
・
２
％

で
、
前
年
度
よ
り
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。
県
内

平
均
よ
り
２
・
２
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
る
が
、
全
国
類

似
団
体
平
均
よ
り
は
０
・
３

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

【
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
に
関

し
、
今
後
の
話
し
合
い
の
余

地
は
】
市
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

は
極
力
避
け
た
い
と
考
え
て

お
り
、
い
つ
で
も
お
互
い
に

と
っ
て
よ
い
方
法
を
探
れ
る

よ
う
門
戸
を
広
げ
て
、
話
し

合
い
の
余
地
は
残
し
た
い
。

【
道
路
占
用
期
間
は
24
年
３

月
31
日
で
あ
り
、
撤
去
事
業

費
は
改
め
て
予
算
計
上
す
る

べ
き
で
は
】
約
４
年
話
し
合

い
を
続
け
た
が
、
関
係
者
の

考
え
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
来
年
３
月
31
日
ま

で
に
撤
去
し
た
い
。
関
係
者

に
は
撤
去
費
用
を
求
め
る
こ

と
は
伝
え
て
い
る
。（
信
太
）

【
能
代
市
消
防
団
条
例
の
一

部
改
正
】
新
た
に
制
度
を
導

入
す
る
機
能
別
団
員
は
、
基

本
団
員
を
退
職
し
た
人
や
勤

務
地
が
能
代
市
の
人
を
主
に

対
象
と
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
の

人
は
基
本
的
に
以
前
所
属
し

た
分
団
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
報
酬
に
つ
い
て

は
、
昼
間
の
火
災
や
大
規
模

災
害
等
の
特
定
の
任
務
に
従

事
す
る
こ
と
か
ら
、
活
動
時

間
を
基
本
団
員
の
３
分
の
１

と
し
、
報
酬
も
３
分
の
１
と

し
て
い
る
。
衣
服
等
に
つ
い

て
は
活
動
服
の
み
の
貸
与
を

予
定
し
て
い
る
。

　

現
在
団
員
数
は
７
５
２
人

で
、
充
足
率
は
88
・
５
％
で

あ
る
。
制
度
導
入
に
よ
り
、

充
足
率
を
90
％
以
上
に
し
た

い
。

【
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
事
業
負

担
金
を
計
上
し
た
経
緯
と
市

が
解
体
撤
去
す
る
理
由
や
そ

の
法
的
根
拠
及
び
費
用
負
担

の
あ
り
方
】
平
成
18
年
に
各

商
店
会
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
撤

去
費
用
の
助
成
要
望
が
あ

り
、
２
分
の
１
を
市
が
助
成

し
て
い
る
。
本
予
算
は
、
そ

の
際
解
体
さ
れ
な
か
っ
た
中

央
商
店
会
の
３
カ
所
に
つ
い

て
、
県
の
道
路
占
用
許
可
が 

24
年
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
予
算
計
上
し
た

も
の
で
あ
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド

は
寄
附
さ
れ
た
市
の
所
有
物

で
あ
る
が
、
解
体
費
用
は
寄

附
者
が
負
担
す
る
条
件
と
な

っ
て
い
る
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い
を

進
め
、
撤
去
の
同
意
が
得
ら

れ
た
際
の
占
用
期
間
の
若
干

の
延
長
に
つ
い
て
は
、
県
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。 （
畠
）
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